
〇グリーンカーテン

〇古民家活用

〇かまぼこ板ものづくり

＜本年度、工夫できた点・挑戦できた点＞
・これまで継続してきた活動を、続けて取り組み事ができました。
・環境問題について考えることができ、意識をもって行動することができました。
・地域との連携や共同作業ができ、学びながらの活動となりました。

〇グリーンカーテン・・・グリーンカーテンとしての機能は達成し、夏の風物詩となっている。
〇古民家活用・・・幅広く利用することに加え、地元に残る歴史を知ることが達成につながった。
〇かまぼこ板ものづくり・・・異校種交流により楽しく活動しながら、目標を達成できた。

今年度はテーマを「グリーン・フォール」
とし、総合実習等のベランダに設置しま
した。夏の日差しを遮り、朝顔の花で癒
されました。学校で取り組んだグリーン
カーテンも10年目になりました。（撮影：
R3.8.3）

古民家の清掃や再生などを写真で発信
し、魅力を全国に発信しています。今年
度は蔵の清掃を行い、店舗への準備を
手伝いました。古民家の空間は現代の
住宅にはない雰囲気です。（撮影：
R3.6.17）

今年度は善通寺養護学校との交流学
習で、かまぼこ板マグネットを制作しまし
た。ノコギリで切り、形を整え、そしてタ
イルを貼る作業を一緒に行い、アイデア
あふれる作品となりました。（撮影：
R3.12.13）

報　　告　　書　（様式２）

　　○グリーンカーテン･･･冷涼感、憩いの空間、花を楽しむ、啓発活動
　　○古民家活用･･･古民家再生の提案、清掃・修繕活動
　　○かまぼこ板ものづくり･･･廃材の有効利用、ものづくり教室

学校・地域環境保全コース

香川県立多度津高等学校

生徒会ほか

全校生徒600人ほどの専門高校です。工業科と水産科をあわせ持つ特色ある高校で、環境
に関する取り組みを数多く実践しています。
　今回の応募に関係する人数は生徒会、建築科、写真部の40名程度です。

　　コロナ禍で取り組む、継続的な環境活動を考えよう。


